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帰国まで残り 1ヶ月を切りました。来たばかりの頃は 8 ヶ月もあるから、途中で日

本に帰りたくなるかなとも思っていましたが、そん

なことを思う暇もないくらい一瞬で 4 月まで来てし

まいました。4月にはまた 2 週間のバカンスがあ

り、楽しい時間を過ごしました。 

最近は少しずつ暖かくなってきたので、クラスの友

達とピクニックをしました。レベル 2 のクラスになってから、前のクラスよりも多国

籍の友達たちと関わることが出来て、とても嬉しいです。 

 

別の日にはパリにも行きました。モンマルト

ルにまだ行ったことがなかったので、前までパ

リで留学生活をしていた友達が連れて行ってく

れました。ただ、4 月のパリの天気は晴れたと

思ったら数分後には土砂降りになるなど、とても難しいです。でも凱旋門に登った時

は晴れていたのでラッキーでした。 

 



 年末にもパリに行ったのですが。その時に比べて、通れな

い場所や、工事している場所が増えたなと思いました。観客

席も段々と出来てきていました。2024 のパリオリンピック

に向けて、メトロが制限されたり、道路が封鎖されたりする

みたいです。その前にもう一度パリに行くことが出来たので

良かったです。でもその影響で、川を渡るのにいちいち許可証が必要になると聞い

て、住んでいる人はまったく大変だと思いました。パリに住んでいる私の知り合い

は、オリンピック期間中はパリから出ようと考えていると言っていて、私は驚きまし

た。 (もしかしたら東京に住んでいる人も同じように考えているのかも分かりません

が。)  

でも私は、オリンピック期間にはもう日本に帰っているので、テレビの前でのんびり

楽しもうと思います。 

 

 



そしてこのバカンス中、初めてフランス外に出ました。行先はバルセロナです。バ

カンス中だからだったのか、観光地ではフランス語がたくさん聞こえてきたし、店員

さんもフランス語を話してくれる人も多くいました。今までは言葉の壁はものすごく

高いものだと考えていましたが、言いたいことは案外伝わるし、トライしてみること

は大事だなと思いました。 

 残り 1ヶ月も大切に過ごしたいと思います。 

 

 


